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ルモ■ア教育文化協会 (Asきociaca6 Harmonia de Educacao 6 Cultura)(以 下|

モ・ニア)の1歴史は、1自 分自1身‐の仕事や私生活を犠牲にし、連帯精神に徹 し、
齢 獲会天驚:し:て将来め覆議は如何なる||も め力ゞを見通した偉大なる人達が
上げたものである。そして(1953年の1瑣『設以来今 日までの事業の実績記録

|み重ねの歴史であ りヽ .こ とにこの事実 |ま 日本移民が子弟の教

|した.か とい.う 成果に他ならない。
'

‐■アルモ■|ア学生寮は創立60周年記念を迎え、現在は教育機関として機能し

| ているが、|1創立者達の革新的な趣旨はそのまま
―
現代まで受け継がれている。

園は現在く幼稚 高校まで370人 の生徒が全 国市」で勉学に

励んで簸ψ、それは今尚残る移民達の努力の成果とも言えよう.
アルモ奪ン学生寮の元寮生たちが、ブラジル社会の幅広い分野に於いて目覚ま

励ん女

し,)活曜参昂せてい.る事実は、ブラジル 日系社会にとって、またブラジル国家

民の人達の努力の貴重な遺産であるρ

てきたことは、過去の豊富な実績

と確固たる ‐々ど築き,上げ
―
られて来た現実と未

ている:‐    ‐   ‐‐

または手本 となるよ

その創立の趣旨とは、日本人移民が持ち込んだ文化及び道徳観念をブラジル

社会に伝承し、人間関係の調和 ― アルモニア名称の起源一 を確立し強固なも

のにする。そ うして、国家発展に有為な人材を育成 し、ブラジル社会に貢献す

ることであつた。

教育分野に於いてアルモニアは、運営者も認める通り生徒数を限定し、質の

高い独自の教育 一 正規の学校教育以外に日本人の倫理原則を伝承することに

よる学生の人格形成 ― を心がけている。夢があっても、それは生徒数を以て

巨大な学校と競争することではない。
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いる。これら 2‐うめ国の特徴は、本国力ゞらの決定的な援助を受けていることで| ‐
'ある。同様に、イギリ.ス も英語及び英国文化普及のため、本国の1援助を受けて

,意讐基讐え墾警亀埜套しF撃鳥ぁ詈子≦菖肇象響鵜言筵翼菅言絞節
結す千1

,   1,       '       ‐
   ‐

ブラジルには、150万の日系人が日本移民とそめ字
‐
孫として象徴きれて

'(る

|‐

にも関わらず、なぜ、教育分野に於いて日伯両国の不可欠な支援を得てその文

化遺産を継承していかないのだろうか。   |
もちろん(アルモニアは、教育法及び資金的な援助が得られるならば、.こ れ■|
、ら文化的遺産を継承するプロジェ|タ トを実施する準備は十分に整っている。60 1

織構・

t第 2次世界大戦終了後間もなく、当時サンパウロに
|し
か無かつた大学に子弟

達を通わせるため 学生寮の設置を思い立った男達には先見の明があつた。

恐らく、
.そ
の時既:|こ多くの移民達よりも早く、自分達、そして子弟達の永住の

|1地は、ブラジル:で|ある事を見抜いていたのだろう。・だからこそ、子弟凄にはブ
ー
'

|ラ ジルに於いて:正式な教育 一 中‐でもt日 本文化の価値観及び日本の道徳を継
コ ´i ‐二  串 ル■■

'^‐
‐ を i 二 =は ユぎ・■   ■ 詩 )ュ ‐ 、Lユ、)_Ll^)が ユ、卜 ,、 、、|ヽ 、く =′士 ∠、 ‐ :こ承 した、内 充実した教育|■ を受けさせなければならないという1使命をも

ったので

移民の で、最初にサンパウロの大学を目指した学生は、粗末な下宿、ほ

年 とい う歴史が、そのまぎれもない証拠だ。

とんど

家族か

なく、 習

r 貞「 ,

、湿つた地下室のような不衛生的な場所で我慢するほかなかった。
られてくる少ない小遣いでは、まともな食事にもあり付けるはずも
に打:ち込める空間もないまま、不慣れな都会で道を踏み外す危険に

も晒

た1移民の一グル‐プは、|‐移住当1初から,本
^|の

帰国と
ぃ.成1逮捩あ苛饉性がF'極 |あて少な,■ 彗ヽを意識して:〔卜弟達をブラジルで教育し1

善纂なブラジ菌暴として育成二る議を早男各基F危亀tぜ暮「易言,管層t麟はキリスート翔 響を受けた細縮

“

議
:者達は、二療滲:ほアメリ

ー
カベの移住立:その道が途絶えた後はブラジ/L/全 と海外移

:狙を志ず青年達を教育する趣爾11を:なっていた8     ‐  ‐
遷
「
後鶴l―lt‐ .責任ある市民とし|て,ご サンパゥロで1大学に通う子弟たちを支援する .

■事の重1要性を充分に認識していた。 しかしヽ この学生を支援する事業を推進す
||るた|めに1持ち合わせてし―)たのは、1理想とやる気、そして乏しい自己資金だけで
,|あらた81111■   ■|■

て,)たの1ま、1翠想とやる気、そして乏しい自己資金だけで

二郎,‐ 井原恵作,森晋平,本田慶三郎,野上豊、村上真市郎,佐
AssoliacaO.Harmohi, de Educacao e Cultura (ア ルモこニア
身であるS“iedade ふ igO dOs Estudantes de tto Paulo

子学生会一以下 「学生会」)の創立者であり、移民の子弟
に設ける事が重要な第一歩であると認識していた。

‐■1藤

「
二懃

攣轡Z魯濃1秩最暑猛キ彗署辱ゑ香fitttL●    ‐‐
ぢた二木秀爽が猛i議:たデ1,レモニア倉」立40周年記念の際の言葉である6■ | |
「しか

.しながら、事:ど 力ヽ行会の者は、本当の男とは、単に自分の人生を1生き
るだけでな|く :それ以外に何かしなければならなぃ事を―知らてぃた。グル■・プ■|
のリーダ■:である破魔|六郎は既にブラジル人であり、

‐
将来この国|で家庭を築きt l

たゆ1難無|さ
―
る|二 とヽ 家庭を築くこ―と、そして、働いて社会的地位を向

のリーダ■:である破魔|六郎は既にブラジル人であり、
‐
将来この国|で家庭を築|

ブラジルという国で暮らす次世代の若者達に何かしてやろ
―
うと提案した:」

1948年に発表された文章で、破魔六郎 (二木が先に挙げた)は、ブラジル日



いて、 F

て、非常に飛躍し

,|た ことで、悲嘆の

′ヽ日本,
会 |

tlも は

た 。

心構えにつ|ヽても副||

がら、この学生1寮‐の

ル

日

つ て し

| 事件に
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考えは、 「子弟たちはブ

ならないc」 とい.う もの

、彼 らが実行しようとし

なかったのかもし,



た。旧メニーノス区 (現在のルニジ・ラーモス区)の高台にある敷地からは、た。旧メニーノス区 (現在のルニジ・ラーモス区)の高台にある敷地からは、 1
街道をサンパウロ又はサントス向けに走るトラックやバス、少数の乗用車を直 |
に見て、数える事が出来たほどであうた:

なつたと言ヤ`切る根興がある
.:|

こうした見地からも'I家1族が住んでいる1地域では十分に勉強ができ4

土地を購入 したのはいいものの、次の段階は学生寮の建築費であり、これは

土地より遥かに多くの資金が必要であつたも
'従
う.て、1資金調達は単に学生会の |

関係者だけで賄う事は出来ない。力行会めメンバこが主体となうて宣伝活動を ■
1展開すると同時に、組織に属していない日本人家庭な|ど関係者以外にも呼び掛 ‐
けた。数年後、事実上ブラジル日本移民全体の事業となったのである。先駆者
達をここまで駆り立てるのには、大きな理由があうた。 ‐    ‐

渡部教授がブラジルロー1本移民の成IJ」の原
こうした見地からも・t家族が住んでぃ
のためにゃ・都会へ出る.目‐的|と::して宿舎を

11

|「力行会は、移民が持ち込んだ価値によつて日系社会を目覚めさせ、ブラジル    |
日本移民の成功の原動力であつた。」本誌編纂にあたり協力頂いた11‐954年、■|,
,学生寮第1期生の元寮生、現アルモニアの顧間で、・日系社会に於いて最も知名  ■
度の高い、元高等判事の渡部和夫法科大学教授は、こ|う 語った。        |
日本移民達がもたらしたあらゆる価値の中でも―普遍的なものは、ブラジルに  '
‐
於いて「その子弟の将来を約束するものが、適正な教育以外にはないJと いう
ものであ―らた。19世紀末、西洋人が初めて日本を見た頃、「国の構造の基礎と
なっているものは教育である。」と言つた事を、彼らはよく知っていた。現‐在・ ■
まで、この価値を受け継いでいる・その子孫たちの影響は、ブラジル人力ゞ日1本人 :I・■まで、この価値を受け糸KOIヽでいる・その子孫たちの影響は、ブラジル人
の特性及び概念をイメ■|ジする時に―も大きく作用しているのである[の特性及び概念をイメ■|ジする時に.も大きく作用しているのである:そ

41■0111 1 11111‐  ||■|| |=慮警種褥簸
=■

|||1轟機議||1撥警|||  ‐  ■||||■ ‐1警響罐卜塚蝙隆緑卜量咤畿 ■|■■罐
=「一度こんな事があつた。多分オ リエンテ植民地 (現在のペレイラ 。バ

市、著者注)であつたと思うが、近隣の人達から、あそこはだれ、も協力
いから訪問するのを止めた方が良い、と言われた:」 地方周 りに使用.さ

1颯:
うった。

現在まで継続され保たれてい

ちよう|どその噴薇:ブラジ孵〕t 移 民

かった時期にも拘わらず、発起人達は( パウロ州

大きな集団地を訪問し、事業の言 :明 t 展

移民達の資金協力を得るために、|‐ た 呼ばれる

を用意し、ポル トガノレ語の 先)」 |どや`う題を付

た:||111111111饉蝙勒
=11■
蓼憫 .警|■
‐ずギi警塀螂魏鰺骰縣緻|■■1醸

の所有者である野上の話を想い出し、息子のパウF.1シ ヨウイチ
の著書‐で以下のように述べている。「それで11も I・J~薮:な弁舌家であっ

は、牛草茂さんと一緒に行き (

|  さらに、 F訪間した先々で、
どって大きな励みとなつた。J‐

2逸窪無隼雰倉菖雪:暑曽
‐
楚
‐
稔薫仮

|た:当初は、発案者r｀申貧1牟 |‐?子
ゴ下り甲不年含金

'孵

露零群|:盤 :藤,

也の道なき道を強行

野上め車が犠牲となった。 「私が運転し 製のフォー ド車

に破損したよ」プロジェクト実現のために蒙った大きな物的犠牲であっ

多くの家族が協力してくれたもののく折から,の経済不況のため、その

|■ ||`ヽ111

あまり大きな金額ではなかった。しかしながら、その協力は丁重に記

詳細にわたうて F進路/Vereda」 に掲載し、日系社会に広く伝えられ、
`の効果を表してきた。

最終的に、建設費が目標達成されたとみなされた時、その額は敷地f

倍|1相当するものとならてぃた。畑中ツギオ及び久保田輪吾が所属す
.

一一́
一
一^，す



., la@Wf+++_rt\. Ef ,f,I >' a tv ) -a#.,gD I'(#FI- b Ed>f:. '-#FI-tJfrtr'. 
:,,ir,€'l* ltrt,->lzf.6f,n&/&v\iii .-,,rx*,=. bD)<*Ya,*fi^+^q,,Slga{$.rB'r/._h-TIF
BiL/:" I L, 7 tv+=r*4.H10)E+Fd,A=tEoH,-,,$ g{*r&,

1ゞ章窄業
.と

パウ

||ll「繁1毒纂ξあ
-11人

は、建物2階 :`1券あを4夫ま|1最‐蓉できるち

'書

:1崖あ|1暮「と、

|ず請ξ,黒「T   ぷΥ鶴趙『
6基蘇鯉 k

アの理事長を務める。本書編纂のために
した寂しい所にあったが、寮生が落ち灌
|「 2人部屋でトイレは共同であった:」
の二木秀1人先生で、非常に厳しかつた。
早い時`期に、創立者達は、サンパウロ

て行くため、中古のバスを購入した。草
パウロ市、リベルダーデ区のタグァー街まで送る。そこから先は、各夕|レー:

ジォ・パウリスタ■ノまたは大学の予備校へ向かうた。  |    | ‐
勉学以外にt寮生達は寮内での生活があうた。下宿ではなく(創立者が常に
欲していた通りt家庭的な雰囲気に配慮した。10周年記念誌に発表された通り、
本当の意味であ‐家庭あ雰囲気な験し出し、寮生が常に自己の体験又は将来の夢

を語り合う空間であつた。「アノレモニア (学生寮)の指導のもとに健全な共存(
外部め人達との社会的会合全の参加:・当番制による司会の任務等の訓練は、現

在首者『または地方都市の団体運営の任に当たり、リーダーシップを発揮してい

る人材の輩出につながった:」 と、10周年記念誌に要約されてぃる6●

寮生同士の仲間意識、及び理解ある指導者の世話は、親たちの薄愛を完全に

カバ■は出来ないまでも、二部その役目を果たしてきた。      |
これらすべての行動はヾ明確な目的を持つて実施された:   ‐
「若者の育成及び本格形成、家族及び年会に対する責任感、り■ダ■シップの

育成」である。|       ―|■ ‐
学年寮創平 5周年記念式審の際(初代寮長の二木秀人は、施設の発展のため
1尽力.したサン ,ベルナル ド|ド・カンポ市の2人の非日系人名士の名を挙げた。

その二人は1学生寮が竣工した時の市長で、奇しくも学生寮10周年の時も市長



を務めていたラウ會・ゴーメス氏であった。             
‐
‐

‐1963年 、学生寮が,つの難題に直面する。それは、建物に通:じる道路の舗装 ,

であった。雨の降る日は(泥や土の流れ込みを防ぐため砂を播いてい|た。ある●

雨の日、‐寮を訪れた市長が二木寮長に砂をまく理由を尋ねた。来客が泥で滑ら

ないためにやつている、との説明に、即亥1解決す.ぅ な、め砂利を訴、事を約束し ,

た。     ‐            ■   |      ‐
‐    |

| けれども、学生寮の創立10周年式典の日が差し迫らても市長からは何の音沙

汰もない。寮長は痺れを切らして市役所へ出向いて抗議をしたき 「約束した事

は必ずやる。」と市長は,明言した:市役所の職員―行が学生寮まで赴き、舗
装する面積を測り、1式典前日の夕方には砂利ではなくアスファル ト舗装が出来‐
上がつた。 F私は家内と共にまだ熱いアスファルトの上を歩き、涙な.がわ全て・■|

|が計画通り運んだことを神に感謝した。」|   ‐   ‐   ■ ‐ ‐‐
1 初代寮長は、更にテルモメカ=ニ

カ社の建物とその社主、サルヴァドール ■

|ア レナ氏との関係を懐古する。ラウロ。ゴニメス市長は市条例を以てく学生寮
|■から5oom以内にェ場を設置する事を禁止した。              .
しかし―ながらヽ アルモメカーニカ社は寮から400mの地点に工場を設置する

1 許可を最得:藤側としては、寮生の勉強と睡眠の障害になる事を心解した。
‐
市・■

|1長 に対しく市条例に違反して工場の設置許可を認可した事に対し抗議したとこ ‐

|13韮請↑憂①纂璽こF真尻菫亀稚案鷲異な案雇寒闘を計 |lt l
l  助言 ::寮の代表者が、会社を訪ね問題点を提議する。      ■    ‐‐

≧なったであ,ろ うが(本件に関しては極
t。 サルヴナ ニヽル・アレチ氏個人負担

まマルチ運動場を建設、更に会社負担で ,
ったのだらた。■   ‐  ‐  ‐ .‐

哩事長は、城島慶次郎にバトシタデチき|
か創立発起人であり城島の友人であつた

の著書で述べた通り「アルモ千ア発展の

め第2棟建設は、基本的に城島理事長の
る6その計画は(‐ 学生寮が10年 目を迎 |

`,|ヽ

                      |  ‐         ||

11:猶曇暮;e奄賢象‐警曾tttrァケ
『:から受けたのである: 日本政府|から援‐
1■1維名悦二郎外務‐大‐臣がアルモニア学・

Fと は
二線を画している大竹ルイ建築師

ビルを2棟建設するものだった:‐ ||しかし

すた補助金を遥かに超えること・から、■翠
天せざるを得なかうた。|‐       |||
1600平米、1講堂、ホール(貴賓室く教
寮生116人を収容できる規模と―な01た : |
20年を迎えた時点で発表された|1本■|‐

976年に完成しt・収容能力|ま
.26ё

人|と な |

..‐   'II‐ ‐.‐
~‐

'生
の渡部和夫は、デルキ三ため実績を||

一褥

一

欝
鸞
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即ち勤勉と誠実、子弟の教育への配慮は日本移民が継承してきた価値、

i彎鰤i稔セ仄鷹

IE‐

簿|ァィレモニア学生寮の精神の中核を博成しているのだ :」

形成」‐はアルモニアの特徴である、とアルモニア学生会の元会長内村

`:茸

黎跛撫7薫配:は装爵E五隧ξ:FFttF亀魃じレ詈2
||.「「『:[F楊了褥嶼蝙盆1彙[1襲」鷹■ll
. ‐ | |‐ ‐tザ

.そ

はなし
―ヽ
:1常に将来を見据え考えて来たのだ。

「4o年前に始めた事業を継続
ヽ  _、 し ― lル Lゥ 多゛,■ _― )ユ 十 日 い

'、
〕、  1 11'ハ
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